




































Natural Bureau Statistic of Chinaのデータによ
れば，中国では，2008 年度の GDP 単位あた
りエネルギー消費量は 2006 年の 81％に相当
















（図表 1） 各国の GDP 単位あたりのエネルギー資源消費量 
年 
国 1980 1990 2000 2006 2007 
中 国 3.27 1.94 0.91 0.87 0.82 
日 本 0.12 0.10 0.11 0.10 0.10 
韓 国 0.33 0.32 0.37 0.31 0.31 
米 国 0.35 0.27 0.23 0.21 0.20 
［単位］石油換算トン／千米ドル，2000 年価格 
（注）エネルギー資源消費量は Total Primary Energy Supply 値をとっている． 
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（図表 2） 各国の TFC／TPES 比率 
年 
国 1973 1980 1990 2000 2006 2007 
中 国 85.9％ 82.2％ 76.8％ 70.2％ 63.3％ 63.8％ 
日 本 73.0％ 67.3％ 68.5％ 66.5％ 66.6％ 66.5％ 
韓 国 81.2％ 75.9％ 69.7％ 68.6％ 66.4％ 64.6％ 
米 国 76.0％ 72.7％ 67.5％ 67.7％ 68.2％ 69.1％ 
























































資料： OECD Energy Balance 
 
中国のエネルギー需給は，TFCベースで世
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資料： OECD Energy Balance， 
      2010データブックオブザワールド 
［経済］2000年価格・購買力平価GDP，  





































資料： OECD Energy Balance 
 


















































































資料：OECD Energy Balance 
 




































石油製品 天然ガス 原子力 水力 その他 
発電 
効率 
中 国 2328 90％ 1％ 1％ 2％ 6％ 0％ 37.9％ 
日 本 8475 28％ 13％ 23％ 30％ 3％ 3％ 41.8％ 
韓 国 8502 40％ 5％ 12％ 43％ 0％ 0％ 38.5％ 
米 国 13616 54％ 2％ 15％ 24％ 2％ 3％ 38.3％ 
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（図表 12）中日韓米のエネルギー需要構成比較（2007 年） 
 産業部門 運輸部門 民生他 
中 国 46％ 11％ 43％ 
日 本 29％ 24％ 47％ 
韓 国 28％ 21％ 51％ 





















































資料：OECD Energy Balance 
 
(図表 14) 世界の石炭確認可採埋蔵量（2008 年末） 





中 国 114.500 13.9 41 
米 国 238.308 28.6 224 
ロシア 157.010 19.0 481 
オーストラリア 76.200 9.2 190 
インド 58.600 7.1 114 
カザフスタン 31.300 3.8 273 
パキスタン 2070 0.3 496 
インドネシア 4328 0.5 19 
日 本 355 － 289 
ウクライナ 33.878 4.1 438 






























































（図表 15） 中国周辺国の天然ガス埋蔵 





中 国 2.3 1.3 32.3 
ロシア 39.8 23.4 72.0 
カザフスタン 1.7 1.0 60.3 
トルクメニスタン 7.3 4.3 ＞100 
ウクライナ 0.8 0.5 49.2 
ウズベキスタン 1.5 0.9 25.4 
パキスタン 0.8 0.5 22.7 
バングラディシュ 0.3 0.2 21.4 
インド 1.0 0.6 35.6 
ミャンマー 0.5 0.3 39.9 
マレーシア 2.2 1.3 32.3 
インドネシア 2.9 1.7 45.7 
タ イ 0.3 0.2 10.5 
ベトナム 0.5 0.3 70.1 
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